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①以下の執筆規定に基づき、原稿をお送りください。
　　送り先　〒 532-8588 大阪市淀川区宮原 3-4-30 ニッセイ新大阪ビル 16F　株式会社メディカ出版　透析ケア編集部　宛
② 投稿原稿の採否は『透析ケア』編集委員会および『透析ケア』編集部で行います。掲載にあたり原稿の加筆訂正をお願いす

る場合がありますのでご了承ください。なお、採否にかかわらず原稿は返却いたしませんので、必ずコピーをお取りください。
③ 投稿原稿の掲載が決定いたしましたら、校正稿をお送りしチェックしていただきます。掲載号の刊行後すぐに掲載誌 1 部を

お送りいたします。
④ 筆頭著者本人からの投稿のみを受理し、採用の場合のみご連絡いたします。加筆訂正のお願い、掲載決定後のご校閲は著者

本人にご連絡いたします。
⑤ 本誌に掲載する著作物の複製権・翻訳権・翻案権・上映権・譲渡権・公衆送信権（送信可能化権を含む）は株式会社メディ

カ出版が保有します。

① 原稿用紙の表紙または所定の用紙に、論文の表題、ご芳名（ふりがな）、所属、役職、連絡先を明記してください。
② 原稿量は 6,000 字程度でご執筆ください。図表は 1 点につき、200 字程度と換算し、原稿文字数に含めます。
③ 内容につきましてはご自由にお書きください。以下のような項目でも結構です。
　（例） 1）はじめに、2）事例紹介（患者紹介、病歴等）、3）看護の展開（計画・実施・結果）［経過表の掲載を希望される場合は、

病院でご使用のものに記入したものをお送りください。それ以外の場合はグラフ用紙を用いてください］、4）考察（本
事例に対する看護の振り返りと評価）、5）まとめ、6）おわりに

④ ワープロをご使用になる場合は、使用機種（またはソフト名）を明示いただき、プリントアウトされたものを添えてフロッ
ピーディスクをお送りください。写真はできるだけ鮮明な、プリントしたものをご用意ください。原則としてモノクロ扱い
になります。拝借しました FD、写真（プリント、スライド）は、掲載誌刊行後に返却いたします。

⑤ 原稿は横書き、当用漢字（専門用語以外）、新かなづかいとし、数字は算用数字、度量衡の単位は mm、cm、m、mL、dL、μg、g、
kg などとしてください。

⑥ 外国語はタイプまたは活字体でお書きください。人名、地名など固有名詞の最初の文字および略語は大文字とし（例：
London、RDS）、その他は小文字で表記します。また、難解な語は訳語を（　）内に記し、すでに日本語として定着した語

（例：カテーテル、バイタルサイン）はカナ書きにしてください。
⑦ 図表はできるだけ多用してください。引用転載の場合は、その著者名、書名または雑誌名、掲載頁、発行所、発行年を明記

してください。転載許可の必要なものには、かならず出典をお付けください（ご記入なき場合には後日、著作権ならびに版
権所有者との間でトラブルの生じることがあります）。

⑧ 引用文献は本文引用箇所の右肩に番号を付け、下記の要領で本文末尾に一括しておまとめください。
　雑誌：著者名．論文名．書名（雑誌名）．巻数（号数），発行年，通巻ページ．
　書籍：著者名．“論文名”．書名．編者名．出版地，出版社，出版年，ページ．
　＊著者名は 1 名までとし、それ以上は「ほか」または「et al｣ としてください。
　＊ 雑誌名を略記する場合は、国内のものは日本医学雑誌略名表（日本医学図書協会編）、外国のものは Index Medicus 所載

のものに従ってください。
⑨ 本誌へご投稿いただいた論文のホームページ等電子媒体への転載は、お控えくださるようお願いいたします。

　以上の規定に基づき、文意を損なわない範囲で語句の修正や表記の統一をする場合があります。また、原則として著者校正
を 1 回だけお願いします。

　透析ケアでは、読者の皆様からの「ケア・スタディ」の投稿をお待ちしております。透析の看護に関するものであれば研究
テーマ・症例は問いませんが、とくに管理・看護の難しかった事例・症例をご紹介ください。
　（例） 事例：導入期指導法の改善、社会復帰の援助、看護体制の見直し、QOL 向上への取り組み　など。 

症例： 非常に重篤である、高齢である、他疾患をもっている、合併症を併発した、本人や家族の透析に対する受け入
れが悪い　など。
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